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非線形光学効果を応用したテラヘルツ波発生では、結晶の持つ吸収や励起光となる光波とテラ

ヘルツ波での強い屈折率分散が広帯域・高出力のテラヘルツ波発生の妨げとなっている。チェレ

ンコフ位相整合による差周波発生は、表面発生により吸収の影響を軽減でき、広帯域なテラヘル

ツ波光源として開発されてきた。しかしながら、現在までの研究では、s偏光のテラヘルツ波のみ

光源として用いられてきた。なぜならば、p偏光でのテラヘルツ波は結晶内での吸収が s偏光に比

べて大きく、結晶外部に取り出すことのできるテラヘルツ波出力が小さいことが原因である。し

かし、p 偏光のテラヘルツ波には大きなメリットが二つある。一つ目は全反射時の大きな位相変

化である。位相変化の増加は全反射を用いる分光法の感度を向上することができる。また、二つ

目は反射率の低減である。テラヘルツ波を取り出す際の結晶端面での反射を低減できればテラヘ

ルツ波の高出力化につながる。本研究ではこれらのメリットに注目し、チェレンコフ位相整合に

よるテラヘルツ波の外部取り出し偏光依存性を検証した。また、取り出し方法の検討も併せて行

い、p偏光でのテラヘルツ波発生の高効率化を行った。 

本研究では、Fig.1に示す実験系を用いて、テラヘルツ波発生を行った。非線形光学結晶にはニ

オブ酸リチウム結晶を用いた。この実験系により、得られた s偏光、p偏光それぞれのテラヘルツ

波出力を Fig.2に示す。テラヘルツ波の波長可変域は s偏光で 0.2-6.5 THz、p偏光で 0.2-4.2、5.4-6.9 

THzであり、吸収の影響から 6.2 THz以上では、p偏光のテラヘルツ波の方が大きな出力を得るこ

とに成功した。詳細は当日報告する。 
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 Fig.1 The experimental setup used for Cherenkov phase matching   Fig.2 THz output spectrum for each polarization  
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